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平成23年第６回太子町議会定例会（第435回町議会）会議録（第３日） 

平成23年12月６日 

午 前 10 時 開議 

                 議  事  日  程 

１ 一般質問 

                本日の会議に付した事件 

１ 一般質問 

会議に出席した議員        

  １番   中 薮 清 志         ２番   堀   卓 史 

  ３番   藤 澤 元之介         ４番   首 藤 佳 隆 

  ５番   福 井 輝 昭         ６番   森 田 眞 一 

  ７番   平 田 孝 義         ８番   吉 田 日出夫 

  ９番   井 川 芳 昭        １０番   清 原 良 典 

 １１番   中 島 貞 次        １２番   服 部 千 秋 

 １３番   井 村 淳 子        １４番   橋 本 恭 子 

 １５番   中 井 政 喜        １６番   佐 野 芳 彦 

会議に欠席した議員 

   な   し 

会議に出席した事務局職員 

 局     長  上 田 眞 也     書     記  北   陽一郎 

 書     記  山 本 雅 子 

説明のため出席した者の職氏名 

 町     長  首 藤 正 弘     副  町  長  八 幡 儀 則 

 教  育  長  寺 田 寛 文     総 務 部 長  香 田 大 然 

 生活福祉部長  山 本 修 三     経済建設部長  山 本 武 志 

 教 育 次 長  神 单 隆 司     財 政 課 長  堀   恭 一 

        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

   （開議 午前９時59分） 

○議長（佐野芳彦） 皆さんおはようござい

ます。 

 平成23年第６回太子町議会定例会第３日目

におそろいでご出席いただきありがとうござ

います。 

 ただいまの出席議員は16名です。定足数に

達していますので、ただいまから平成23年第

６回太子町議会定例会を再開します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 一般質問 

○議長（佐野芳彦） 日程第１、一般質問を

行います。 

 昨日に引き続き、一般質問を続行します。 

 それでは、発言を許します。 

 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 おはようございます。５番

福井輝昭でございます。 

 さて、きのうに引き続いて、きょうはトッ

プバッターということで質問させていただき

ます。 

 本当に今年も年の瀬を迎え、非常に寒くな

ってまいっております。本当に一年早いもの

です。東日本大震災で災害に遭われた皆様方

には、本当にこれから厳しい冬が待っており

ます。どうか、この北国の厳しい冬を元気に
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乗り切っていただきたいなと、切に願ってや

みません。 

 それでは、通告に従いまして質問をさせて

いただきます。 

 現在、太子町の農産業には何かしら閉塞感

が感じられるのは私だけでありましょうか。 

 若い人たちにもっと太子町の農業、産業に

従事してもらえれば、活性化するのではない

だろうか。そのためには、新たな農業、産業

のあり方、また新しい農業、産業の創出が求

められるのではないだろうか。 

 ＴＰＰ、いわゆる環太平洋経済連携協定の

交渉参加が取りざたされる中、太子町におい

ても新たな農業産業政策は急務であると考え

ます。 

 当局の見解を伺います。お願いいたしま

す。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） ＴＰＰに関連

しました質問でございます。 

 このたび政府におきましては、環太平洋経

済連携協定交渉への参加を表明したところで

ございますが、太子町といたしましても、特

に農業におきましては所得の減尐、担い手不

足の深刻化、あるいは高齢化といった厳しい

状況に直面しており、また農業等も活力が低

下し、食と農業の競争力、体質強化などの課

題がございます。 

 政府発表で食と農林漁業の再生のための基

本方針、行動計画が去る10月25日に策定、決

定されたところでございます。このたびの基

本方針につきましては、農林漁業の再生に向

けました今後の課題を列挙したものでござい

まして、町といたしましても最も重要と考え

ております農業所得補償制度の改革あるいは

安定的な財源の確保等につきまして、県等と

も連携を図りながら情報収集に努めていきた

いというように考えております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 わかりました。 

 総合で、ＴＰＰにおきましては昨日平田議

員のほうより質問があり、また答弁がありま

した。了承しております。 

 しかし、このＴＰＰ交渉参加につきまして

は、農業に従事されている方には、本当に極

めて重大な関心を持って注視されておられま

す。また、農産物だけではなく多種多様なも

の、サービス、そして国民皆保険制度への影

響等報じられております。その及ぼすところ

は非常に多方面にわたり、当局においても今

後十分な注意を見守っていただきたいなと思

っております。 

 さて、第５次総合計画、太子町さん本当に

こういう立派なものを出されております。 

 その中の、取り上げますところは政策８、

これはもう山本部長管轄の範囲でございます

が、産業の活気あふれるまちづくり、この政

策８でございますが、その中で農業、商工業

等について現状と課題、そして10年後に目指

す将来像、そして基本的な方針が述べられて

おるわけでございます。 

 そこでですが、第５次総合計画のためのプ

ロジェクト、またそのための組織、そういっ

たものがございますでしょうか、お伺いいた

します。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 特に農業等に

関しましては、先ほど申し上げましたように

生産性あるいは担い手不足というような部分

では非常に厳しいものがございます。そうい

った中で、町といたしましては経営安定とい

いますか、そういった部分で集落営農方式の

導入といったものを検討しておりまして、現

在地域にその推進に回っているような状況で

ございます。 

 いずれにいたしましても、なかなか個々で

対応していくというのが非常に厳しい状況で

ございますので、できればそういう生産の基

盤を充実させるといった方向で進めてまいり

たいというように考えております。 

○議長（佐野芳彦） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 今おっしゃられました営農

化ですかね、営農組合化という話が出ており
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ますが、営農法人とか、あるいは農の６次産

業化への取り組み、こういったことについて

は、話はされておられますでしょうか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 行く行くはそ

ういった法人ということも視野にはあります

が、まずは集落内での組織を固める、そうい

ったものからさらに進んでいって法人化とい

うようなことにもつなげれば一番いいのでは

ないかというような考え方でございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 わかりました。 

 一つここで私提案させていただくことなん

でございますが、この所管、経済建設部の産

業経済課だとは思いますが、とにかく中心と

なって推進していると思われますが、一つ第

５次総合計画の実現ということで申し上げた

いと思いますが、私、私見ではございます

が、農業委員会または太子町の商工会、Ｊ

Ａ、また有識者などでつくる一つそういった

組織を構築される、そういうようなことはど

うなのかと思いますね。それぞれの持てるノ

ウハウを集める、そして集まった力は10なら

10ではなし、それが倍も３倍も、あるいは２

乗、３乗にもなるかもわかりません。これに

ついてはどうお考えでしょうか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） いろんな組織

ということでございますが、現在も農業に関

する協議会等もございます。まずは、現在既

存の組織等を十分機能させるというようなと

ころで進めていきたいというように考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 わかりました。 

 そういうことで、これからももっと力を集

めていただければと思います。 

 また、これも一つ提案でございますが、こ

の第５次総合計画につきましてですが、思う

に一般にこの町民の方はご存じなのかどう

か。これ平成22年度に始まって平成31年度ま

でということで10年間あるわけでございます

が、町民の方にも具体的にわかるような形

で、例えば平成23年度になればその年度の終

わりに、本年度は第５次総合計画に向けてこ

こまでやってきました、そういった進捗状

況。そして、年度当初におきましては、今年

度の目標はこういうふうに考えておりますと

いうような形のものを広報などでお知らせし

ていただく。そのことによって町民の信頼も

得られ、また協力も得られていくのではない

かなと、そのように思っております。よろし

くそのことはお願いしたいなと思っておりま

す。 

 それと、ここにご存じのようにこういうふ

うな全国農業新聞、行政の方はもちろん当然

お読みだろうし、公民館にもこれはありま

す。この中に、私もこれをここに持ってきて

るということはこの９月から読ませていただ

いております。ほんで、初めて接する新聞で

ございます。 

 この中には、今申し上げましたＴＰＰのこ

とや営農法人、６次産業化への取り組みな

ど、本当に真摯に取り組んでおられる姿をう

かがい知ることができます。 

 この中の９月16日の全国農業新聞の案内広

告でございますが、第39回欧州農業事業視察

団参加募集のタイトルで案内広告が掲載され

ております。内容につきましては、ベルギ

ー、フランスの農業あるいは農村をめぐる情

勢、国民の意識や文化に触れ、振り返って我

が国の農業、農耕を考える上で参考になると

考え、視察団の募集案内をされておられま

す。 

 こうして意識を持って取り組もうとする姿

勢、そしてこうした視察や研修を通して自身

を高めていくことが大切であることは、この

農業政策だけではなくすべてに通じるものと

思います。ぜひとも行政に当たられる方は広

い視野を常に持っていただき、行政に当たっ

ていただけないとと切に願うものでありま

す。 
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 これを最後になるんでございますが、一つ

町長にもご答弁いただいたらと思いますが、

先人が営々と築き上げてきた大切な財産、こ

れは私たちが守り育て、そして次の代へと受

け継いでいくことが務めだと思っておりま

す。 

 余談ではありますが、ある太子町民であっ

た方のお葬式で、喪主の方が、母は田畑とと

もにあったとお話をされました。受け継いで

きた田畑を守り、また家族のために一生懸命

農作業にいそしんでこられたことと思いま

す。農業だけではありません。他の産業にお

いても、本当に一生懸命先陣を働いて現在へ

受け継いでくれました。時代はなお移り変わ

っても、この一生懸命さは失われるものでは

ないと思います。そうである限り、太子町の

未来は明るい。 

 ここで行政にお願いしたいのは、一生懸命

さが生かされるよう常に研究、研さんされ、

町民と対話し、その指針となるべきものを提

案され、また現に取り組み、これから取り組

もうとされてる方への絶大なる支援を強くお

願いするものでございます。よろしくお願い

いたします。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） 農業関係だけじゃなく

して、商業、いろいろとございます。そうし

た中での取り組み、やはり先祖からのもの、

また新たに発生したもの、起こされた方、い

ろんな形態の業種がございます。それぞれの

分野でやはり大切に育て上げなければいけな

いなと、このように考えるところでございま

すが、私自身は今既存のいろいろな組織には

いろいろなつながりがございます。 

 その中で、昔のことを言いますと隣近所の

きずなというのもございました。隣同士で助

け合ってお百姓等々もやっていらっしゃいま

した。また、何か不自由なものがあれば隣近

所へお願いしに行くというようなことで、ま

た次払うわなと、気安い交流がございまし

た。やはり地域ではそうしたきずなが大切だ

と思うところでございますが、だんだんそう

いうあれも希薄化してきております。 

 やはり、そうしたところを十分に見直して

いき、また我々も、行政といたしましても、

そうした触れ合いの場等は提供していかなけ

ればいけないと、このように思います。ひい

ては、これがいろんな分野でお互いが頑張ろ

うという気になれば、また新たな形ができて

くるんではないかなと、このように考えると

ころでございまして、農業だけではなくして

商業、工業等々もいろんな分野で取り組みを

していかなければいけないと、このように考

えるところでございますが、しかし今社会の

中では大幅に変動、揺れが発生いたしており

ます。その波にもいかにして向かっていく

か、そうしたところはお互いが今までの努力

等々に報いるためにも、ここが一つの踏ん張

りどころだというようなところは一層力を入

れて、やらなければいけないと、このように

考えるところでございまして、今先ほど来話

が出ております環太平洋経済連携協定、この

件についても私もせんだって国のほうでいろ

いろと政府・与党の議員の皆さんとも話し合

いをさせていただきましたが、政府・与党内

でもまだ分かれとんですよね。一本のものに

なってない。そして、報道メディア関係がど

んどんとそうしたものを発信していく。やは

り我々国民にとってはなおさら不安といいま

すか、そういうものが芽生えてくるというこ

とで、私自身も国会議員の皆さんには、そこ

らは慎重に、もう尐し慎重に取り組んでいた

だきたいというようなことも申し上げ、お願

いしたところでございます。 

 そうした中で、太子町としてもいろんな分

野でお手伝いさせていただくことがありまし

たら、それぞれの担当部局でも対応させてい

ただきたいと、このように考えております。

よろしくお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 町長の姿勢もよく理解する

ことができました。 

 本当に、この昨今の世界情勢はＥＵのごと

き、またこのＴＰＰのこと、あるいはまた中
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单米の関係強化、非常にそういうふうな世界

情勢の何か変革期にあるのではないかなとい

うような感じもしております。そしてまた、

太子町という一地方自治体がこれから生き残

っていくためには、本当に世界のことを考え

なくしては生き残っていかれないということ

は、これはもうご承知おきしていただいてお

ると思います。どうか今後の行政に当たって

も、そのことを念頭に踏まえ、よろしくお願

い申し上げまして、私の一般質問を終わらせ

ていただきます。ありがとうございました。 

○議長（佐野芳彦） 以上で福井輝昭議員の

一般質問は終わりました。 

 次、服部千秋議員。 

○服部千秋議員 それでは、一般質問をさせ

ていただきます。 

 なかなか福井議員のようにうまく演説調に

しゃべれるかどうかはわかりませんけれど

も。精いっぱいいたしますが。 

 この前、町民懇談会を総務委員会でいたし

まして、私たち議員は、そして願わくば町の

ほうにも町民のほうを向いて考えていく、答

えていく、やっていく、そういう姿勢で私た

ち議員はあるべきであると思っております。 

 そういう姿勢できょうの質問もさせていた

だきます。できるだけ具体的にお答えをいた

だきたいと思います。 

 １、沖代の信号は。 

 以前から同僚議員も聞いていますが、私も

地元の相談に乗ったり担当課に話をしており

ましたので、いきさつを当時も知っておりま

したので、同僚議員が質問したとき、本席で

は聞きませんでしたがそろそろ結論が出るべ

きときでありますので、その後どうなったか

という経緯を含めてお答えをいただきたいと

思います。 

 信号機設置に関する県の予算は年間決まっ

ていて、その額の増額の補正を年度途中では

行わないというふうに友人の県会議員に聞い

ておりますが、何とか地元の要望にこたえる

べきであります。そして、そういう方向に行

っているようでありますが、これまでの経緯

についてお願いしたいと。そして、できるだ

けこういうことについては早くやっていただ

きたかったと思いますので、その辺も含めま

してお答えをお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 沖代の信号機

設置要望についてのご質問でございますが、

地元沖代自治会からの信号機設置要望をまず

いただいております。たつの警察署へ進達要

望をするとともに、先ほどお話がありました

県会議員や町議会議員の方々の要望支援をい

ただきながら兵庫県警察本部及びたつの警察

署、兵庫県龍野土木事務所、本町の間で信号

機設置に向けた関係者協議を進めてきたとこ

ろでございます。 

 今まで地元の方々とともに段階的な注意喚

起、あるいは啓発など事故の減尐への取り組

みを行ってまいりましたが、依然事故が続い

ている現状を踏まえまして、11月末に兵庫県

警察本部におきまして信号機の設置が正式に

決定をされております。今後は12月に入札を

行いまして、１月上旪より工事着手、23年度

末には供用できる予定であるというように伺

っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 そういったこと、もうすぐ

つくというのは私も把握、そういうことだろ

うなとは思っておりましたけれども。 

 ここで一つ問題といいますか、あそこに道

ができるときに地元自治会はここに道をつけ

るんであれば信号をつけてもらいたいと、そ

ういう条件で道をというふうに言っていたん

だということを言われています。ただ、近く

に信号がもう一つございますので、近くにあ

るとなかなかつけにくいということも私もわ

かっておりますのでなんですけれども、地元

に十分ご説明をそういうときにされていたの

かどうなのか。地元は道路をつける条件とし

て信号をつけてほしい、危ないからというこ

とを言われていたわけですね。そうすると、

やはり案の定事故が起こった。たくさん起こ
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ったっていうことで、地元はもとから信号を

要望していた。それを、近くにもう一つある

から、そういったことも私はそちら側のこと

も理解できないわけではありませんが、なか

なかつけにくいということもあるんですが、

そういうことについて十分地元にご説明をさ

れた上でやっていたのかということについて

お尋ねをします。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） ご案内のとお

り、信号機設置に関しましては公安委員会の

権限のもとに設置をされるものでございま

す。当然、当初におきましてはそういうこと

もございましたが、あくまで私どもは県の公

安委員会のほうに要望をして、公安委員会の

判断において設置をしないということでの事

業着手でございました。そういう意味では、

既に事業も終わっております。結果的にこう

いう形になりましたので、特に当初はそうい

ったものを無視したということではないの

で、その点だけ確認をしておきたいというよ

うに思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 私は無視したというふうに

は言っておりません。そういうことを十分地

元にご説明されたのかということを聞いたの

で、説明したなら説明した、説明していない

なら説明していないというふうにお答えをい

ただきたかったわけでありまして、そういう

ことですね。 

 また、町側は事故が多くなってからあそこ

に行って立ってやられてる、そのことは私も

把握しておりますし、そのことについてはご

苦労さんであったと思います。だだ、ちょっ

ともう尐し早くできたのではないかというこ

とがあります。たくさん事故が起こってか

ら、先ほどおっしゃった龍野署のほうへの書

類をつくって出したと、そういう経緯も私知

っております。どういう内容かも知っており

ますけれども、ちょっと遅かったなというの

は感じておりますので、できる限りこういう

ことについては速やかに対応していただきた

いというふうに思っております。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 先ほど来申し

上げておりますとおり、事業着手に当たりま

してはそういった部分を十分公安委員会とも

協議した中での着手でございます。 

 そういった意味では、事故想定ということ

もございますが、公安委員会の判断というこ

とでございますので、そういった部分につい

ては地元のほうには説明をいたしておりま

す。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 ただ、地元のほうはこうい

うことが危ないので最初から言っとったんや

と、それを、つけてくれんかったんやという

ニュアンスでありましたので。そう言われて

おりましたので、今後とも早く対応を。 

 公安委員会が決めることだと、そういうこ

とは存じておりますが、そういうことでなく

って、そのために向けて町というものは住民

の立場で動いていただきたいと思います。 

 次、２点目、非核宣言のまちの具体的行動

はについてお尋ねします。 

 非核宣言のまちを宣言いたしましたが、看

板を立てて町民の意識を喚起するとか、ホー

ムページに載せるとか、そういうことが一番

重要なのではなくて、それに伴う内容です

ね、平和教育を行うとか、何か具体的に行動

をしていただけないかと考えておりますが、

いかがですか。 

 (1)宣言後、町は何をしましたか。 

 (2)太子町が非核の町であることを社会教

育、学校教育の中で述べ、平和教育を行って

もらいたいが、いかがですか。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 昨年の８月に世界

平和を訴える都市宣言、平和宣言自治体の仲

間入りをいたしましたが、従来より非核、平

和行政事業といたしましては戦没者追悼式や

各小学校において平和教育を継続して実施い
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たしております。 

 また、世界恒久平和の実現に向けて行動さ

れている平和市長会議に12月１日付で本町も

加盟いたしました。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 平和教育ということ

ですが、学校教育においても各学年の発達段

階に応じて平和の大切さや命のとうとさにつ

いて紙芝居や絵本、またはビデオ、ＤＶＤ、

道徳教材を活用して平和学習に取り組んでお

るところでございます。 

 そのような学習機会を活用し、自分たちの

町が非核宣言の町であることについても学習

していく必要があると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 この平和について考えるこ

とを、一層といいますか、今ので足りてると

は認識いたしませんが、これからやっていっ

ていただきたいと、そのように思いますの

で、よろしくお願いします。 

 ３点目ですが、町有財産の活用や処分の現

状は。 

 (1)不動産について、現在利用している町

有財産を除いて遊休地となっている財産、利

用していない建物はありますか。 

 (2)利用していない場合、その活用や処分

等について何か考えていますか。利用してい

ないものについては、将来利用するつもりで

すか、あるいは処分できなくて困っている状

況ですか。そのあたりについて考え方、現状

のお答えを求めます。 

○議長（佐野芳彦） 財政課長。 

○財政課長（堀 恭一） 不動産のうち、土

地につきましては県、商工会、自治会等への

貸付地を除けば不燃物投棄場としての上太田

トンネル付近の山林と、塵芥残灰捨て場とし

ての川島新幹線单の廃河川敷、旧吉福グラウ

ンドの残地、松尾県営住宅の跡地、鼓ケ原下

水処理場の跡地等がございます。 

 建物につきましては、貸し付けを除けば利

用されていないものはございません。 

 ２点目の、先ほど申し上げました土地につ

きましてですけれども、上太田トンネル付近

の上部の山林と川島新幹線单の廃河川敷につ

きましては、土地の利用形態が山の斜面であ

るとか、廃河川敷でいわゆるサイクリングロ

ードと一体となった細長い土地でございます

ので、現在のところ利用が困難でございま

す。旧吉福グラウンドの残地、松尾県営住宅

の跡地、鼓ケ原下水処理場の跡地について

は、今現在有効な利用方法があるか常時検討

を進めております。 

 尐ない町域の中での貴重な公共財産でござ

いますので、民間への処分等については現在

のところまだ考えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 今お答えになったとおりだ

と思いますので、利用できるかどうかについ

てまた今後よく検討をしていただくよう要望

をしておきます。 

 ４点目、職員の働く意欲の育て方は。 

 従来職員からアイデアを募集しています

が、最近は聞かなくなったというのは私の気

のせいでしょうか。 

 (1)平成21、22、23年度にそれぞれ何件職

員からの提案がありましたか。また、そのう

ち何件が採用されましたか。 

 (2)最近職員からの提案はなぜないのでし

ょうか。職員のアイデアは取り入れることの

できるものもありますし、また取り入れるこ

とのできないものであっても皆に紹介したり

して、やる気を育てるようにすべきではあり

ませんか。 

 (3)職員のやる気を育てるために、これか

らどのような対策を講じますか。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 本件は、平成16年

度から行っております本町職員の提案制度に

関するご質問でございますが、現在まで26件

の提案がありました。うち、８件が採用とな

っております。 
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 本町のこれまでの提案内容からいえば、所

管以外の職員から政策的な観点により提案さ

れたものが多くありまして、実際は所管にお

いて十分に検討がなされた上で実施をすると

かしないとかの方針が既に決定されていると

かということもございました。特に、制度の

開始当初は多くの提案がございましたが、採

用に至っていないケースが多く出ておりま

す。しかし、このようなことから、あえて職

員提案制度を利用していかなくても、気がつ

いた職員が直接担当職員とアイデア交換や議

論をし、改善できるところは所管の通常業務

の範囲内でやっていくということも見られて

おります。そういう意味におきましては、職

員のやる気は徐々に育ってきているのではな

いかというふうに考えております。 

 それから、職員がやる気を持って業務に取

り組むことは、住民に質の高い行政サービス

を提供する上では欠かせないものということ

でございます。人事担当部局といたしまして

は、現在においても関心の高い受講希望者を

優先的に職員研修に派遣したり、勤務結果に

対して適切な処遇を行っていく人事評価制度

の運用を行ったりいたしております。また、

職員が受け身ではなく積極的に業務に取り組

んでいけるようなインセンティブを与え続け

る職場環境づくりに努めているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 １番についてのお答えが非

常にあいまいであります。当初はたくさんあ

ったと。26件あったって今言われたと思うん

ですね。そして８件を採用したということで

すが、21、22、23年度はありましたかって聞

いてるので、これについて答えてください。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 提案数、21年度１

件、採用数１、22年度いずれもゼロ、23年度

いずれもゼロでございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 ですので、最近尐なくなっ

てるのではないですかと私聞いてるので、ち

ょっとごまかすようなといいますか、一般論

で最初からはこうあったということでなく、

私は最近減ってきているので、どうでしょう

かねと、職員の気持ちを、もっとやる気を出

していただけるように考えていただけたらう

れしいなということで聞いてるので、そうい

う、はぐらかすといいますか、ほかのことに

絡めて答えるような答え方はやめてくださ

い。 

 私は、みんながやる気がないとか、そんな

ことは全然思ってなく、例えば町民懇談会を

やっても議会事務局の職員、残業もつかない

のに何日も出てくださると。本当に感謝をし

てますし、一生懸命やってくれてると思いま

す。これは議会事務局を見ててもそう感じる

わけですし、また町の職員を見てても感じる

こともあります。だから、それを全く否定し

ているのではありません。 

 だけど、町民懇談会とかで町民から出る意

見を見ると、やはりずっと一緒におられない

ということもあるし、一緒に仕事をしていな

いということもあるからという面もあるとは

思うんですが、やはりもっと仕事をやってほ

しいという意見が出てくるわけですね。 

 ですから、今部長のほうからは人事評価も

やってると言われましたが、ただこの人事評

価、役場のやってる評価、この５段階に分け

て、それでほとんど真ん中に集中してるわけ

ですね。これ公表されておりますから。その

数字を見ても、ほとんど真ん中にしてると。

ですから、たしか一番下の段階の人は、間違

ってたらおっしゃっていただいたら結構です

が、なかったと思います。なので、金額的に

もほとんど差がないわけですわ。尐しはあり

ますよ。だから、ないとは言いませんが。 

 なので、じゃあ本当に一生懸命、とてもと

ても一生懸命働いたからといって、とてもと

ても給料が上がるというわけでもないし、こ

んな言い方は失礼ですけれども、仮に手抜き

をしたとしても、している職員がいるかどう

かは私が断定して言うわけではありません
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よ、ですけど仮にそういうことだったとして

も、じゃあ給料がめちゃめちゃ減るとか、そ

ういうことではないわけで、民間に比べまし

て非常にここの差は、非常にというか極めて

尐ないわけでありまして、人事評価やってお

りますとかそういうことでなく、やはり私は

中身として、実際残業代が出なくても働いて

いる職員はたくさんおります。自分のやるべ

き仕事、これを果たそうという気持ちでやっ

ている職員はたくさんいます。ですから、そ

ういう職員、褒めてやったり、また伸ばして

やったり、意見を上の職責にある者は下から

意見を聞いて、それを尐しでも生かせるよう

にぜひ進めていっていただきたいと、このよ

うに思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 続きまして、５番目ですが、子ども医療費

の助成、中学校までの完全実施は。 

 近隣市町では、特に太子町を除く西播西側

の市町では中学校までの医療費を完全無料化

している自治体が複数ございますが、太子町

でも中学校まで完全無料化できませんか。現

在そういった近隣市町では、入院、通院とも

中学校まで無料であり、太子町では入院につ

いては無料であっても通院については１日

800円掛ける月２回までのみ無料でありま

す。 

 太子町では、そのための予算は捻出できま

せんか。ということで、この捻出できません

かということを聞いておりますので、それと

ずれたような答えでなく、ここに対する答え

をお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） こども医療費

助成についてでございますけども、医療費自

己負担の完全無料化に要します年間事業費の

推計としまして、ゼロ歳時から小学３年生ま

でを対象とする乳幼児等医療費助成事業で約

4,700万円、それから小学校４年生から中学

３年生までを対象とするこども医療費助成事

業では約3,200万円となりまして、合計で約

7,900万円が必要となってまいります。 

 この約7,900万円の財源を将来にわたり捻

出することは、現在の本町の財政状況では非

常に厳しい状況でございます。財政の動向、

また県下市町の医療費助成の水準を注視しな

がら、その状況に応じた制度について検討し

てまいりたいというふうに考えております。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 今答えた額については私も

知っております。以前の議会でもお答えがあ

ったわけでございますので、大体それぐらい

の額が要ると。ですから、それが捻出できる

かできないか。どのような政治を町の中で行

うか、どこに重点を置くか置かないかという

ことに、これは結局係ってくるわけでありま

す。近隣では、これをやろうということでや

っている。太子町においては、これは予算を

捻出するのが非常に難しいという今お答え

で、難しいから今はできないと、そういうこ

とで理解するところでありますが。 

 これは繰り返しになりますが、どういう政

治を町で行おうとしているかということにな

ると思うので、太子町においては、この後で

教育のことをお話ししますけれども、教育と

か福祉について、どうも以前は、大分前は近

隣と比べて、私が議員になるよりもっと前で

すけれども、どうも手厚い部分もあったよう

ではありますが、どうも最近太子町はこうい

った部分、人的といいますか、ソフトの面と

いいますか、弱いなというふうに感じており

ます。 

 お答えはそれしか今ないわけで、また昨日

同僚議員もその件を聞きました。同じ答えで

ありますが、近隣市町の動向も見ながら、私

はこれは考えていくべきものであると、その

ためにいろいろ知恵を当局が絞るべきである

と、そういう政治をしていただきたいと思っ

ておりますので、申しておきます。 

 ６点目、太子町の治水対策は。 

 水害に強いまちづくり事業推進は、近年必

要性が増しています。水害に強いまちづくり

をするためには、雨水幹線の計画的整備が必

要であると考えます。雨水幹線や通常の水路



－98－ 

からの水のはんらん防止のために、計画的な

整備を今後進めてもらいたいと思いますが、

どのように考えていますか。また、浸水被害

を想定した地域防災計画の見直しが望まれま

す。 

 (1)雨水幹線その他の水路の整備計画をど

のように考えていますか。 

 (2)近年の集中的な雨の量に対応するた

め、洪水ハザードマップの見直しが必要では

ありませんか。再度太子町内を見渡して検討

すべき時期に来ているのではないかと私は思

いますが、いかがでしょうか。 

 (3)洪水で水がはんらんした際の水の流れ

（町内でどのように流れ、最終的にどのよう

に水が治まっていくか）をどう考えています

か。 

 (4)県や国との共同事業でできるものはあ

りませんか。雨水幹線については国の、河川

については県の交付金を活用して改修を進め

れるものはありませんか。 

 (5)家屋の浸水の可能性のある地域はどこ

ですか。また、各戸にそのことが徹底して周

知されていますか。 

 (6)雨水幹線、河川、水路について、現在

地元から要望の上がっている箇所はあります

か。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） まず、１点目

でございますが、太子町の外水排除につきま

しては、昭和51年９月の17号台風の災害復旧

によりまして、河川整備が実施されておりま

す。その一級河川林田川並びに二級河川大津

茂川と連携を図りながら、昭和53年度より内

水排除のための下水道施設であります雨水幹

線の整備に取り組んできたところでございま

す。 

 市街化区域内及び調整区域に流入する幹

線、枝線の事業化によりまして、排水区域面

積の約50％が整備は終わっております。この

投資効果は、17号台風時の時間雨量約43ミリ

に対する降雨量に対しても浸水被害がないこ

とで明らかになっております。一昨年の佐用

町におきます集中豪雨など、地球環境の変化

に伴いまして雨水計画の見直しを余儀なくさ

れておりまして、各自治会への調査により作

成されました防災マップを参考に、全体計画

の見直しを実施しております。今後一層浸水

状況を的確に把握し、事業化に緊急性を判断

した上で事業実施計画を明確にしていきたい

というように考えております。 

 次に、３点目でございますが、はんらんし

た際の水の流れということでございますが、

太子町の雨水排除基本計画は汚水と雨水を

別々に管渠系統で排除する分流式を採用して

おりまして、雨水は幹線管渠からそのまま公

共用水域に放流をいたしております。昭和

49年度に全体計画、都市計画決定、事業認可

などの法的手続を行いまして、雨水幹線の整

備につきましては昭和53年度から地元要望を

受け、優先順位の判断を的確に行いまして事

業化を図ってまいりました。 

 放流先につきましては、国土交通省管理の

一級河川林田川、兵庫県管理の二級河川大津

茂川、そして姫路市管理の普通河川となって

おり、都市計画法第23条第６項によります排

水面積、排除量などを表示した公文書で管理

者協議を行いまして同意を得た上で都市計画

決定を行い、事業認可を取得した後に幹線整

備を実施してまいったところでございます。 

 次に、４点目でございますが、共同ででき

るものはありませんかということでございま

すが、河川と下水道との管理区分が国の基準

により明確に定めておりまして、流域面積２

平方キロメートル以上につきましては河川管

理、それ未満につきましては下水道として管

理することとなっております。したがいまし

て、各管理主体おのおので事業を実施すると

いうことになってまいります。太子町が事業

主体として取り組む雨水幹線につきまして

は、従来の補助金制度から社会資本整備総合

交付金に移行をされまして、ハード、ソフト

合わせて一体的な取り組みが可能となってま

いっております。 

 次に、５点目でございます。家屋の浸水可
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能性のある地域はどこですかということでご

ざいますが、太子町の洪水ハザードマップに

よりまして、林田川及び大津茂川の堤防が決

壊した場合の浸水想定範囲につきましては表

示されております。ハザードマップは防災へ

の心構えに役立てることとして、全戸配布さ

れているところでございます。さらには、各

地域で身近な道路冠水等防災マップもつくら

れているところでございます。 

 それから、最後６点目でございますが、地

元要望はどうですかということでございます

が、現在水路のはんらん防止に関する地元要

望につきましてはございません。しかしなが

ら、水路改修の要望という部分では、道路側

溝等３カ所で要望が出ております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 何点かお尋ねします。 

 上のほうから。50％整備が終わっていると

いうふうに言われているんですけど、ですか

ら今後どのように整備計画を考えておられま

すかって私は聞いてるわけですね。 

 それから、ハザードマップ見直しの状況に

ついて具体的にもう尐しご説明をいただきた

いと思います。 

 それから、水がはんらんしてどういうよう

に治まりますかということを私聞いておるわ

けですが、放流する、今さっき川をお答えに

なってるわけですが、そういうことでなく

て、現実にははんらんということは川を越え

てはんらんするわけですから、そうするとど

ういうふうに水が流れてどのあたりに流れる

であろうと、当然田にも流れるだろうと思い

ますし、そうしてそういった水が最終的に治

まっていくということなので。どこそこの川

から流れて出ていきますと言われても、そう

いうことを聞いているのではないんで、そん

なことだったら初めから聞かなくてもわかる

ことですので、それについてお考えですかっ

て聞いてるわけです。やはり考えておくべき

ことだと思うから、私は聞いております。 

 それから、国や県との共同事業でできそう

なものは、現時点において要は具体的にない

というふうに、考えてないということでよろ

しいでしょうか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） まず、今後の

整備ということでございますが、現在のとこ

ろ50％の整備率でございます。現在の状況の

中ではおおむねという考え方をしておりまし

て、今後は状況を見ながら、さらに必要であ

れば検討していくということでございます。 

 それから、はんらん先ということでござい

ますが、先ほど申し上げましたように町内の

内水排水の最終の放流先がどこに治まるのか

ということになろうかと思います。そういっ

た意味で揖保川、あるいは大津茂川、そして

また姫路市の普通河川への放流ということ

で、そういう雨水協議においても最終的には

そちら側と協議をしないといけないというよ

うなことでございます。ですから、最終の放

流先ということでお答えをさせていただきま

した。 

 それから、国と県の共同事業ということで

ございますが、これにつきましてはそれぞれ

管理主体が違いますので、それぞれの管理者

において事業をしていくということでござい

ますので、共同でどうこうということについ

ては尐しならないのではというように考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 今１点お答えになってない

のが洪水ハザードマップの見直しの状況がっ

てお聞きしましたが、それは抜けておりまし

た。 

 それで、あと今最後に、それは国、県がや

るもんやから言うて、いや、そりゃそんなこ

とはわかってますよ。ですけど、太子町内の

中に水がはんらんしたときに、そりゃ国、県

がやることですってそういう答えでなくっ

て、町はどういうふうにやりたいと思ってる

かとか、そういう姿勢で考えていただかない

と、尐し他人事のような言い方に聞こえて不
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満であります。ですから、町としてどういう

ふうに考えてるか。 

 それから、川の、最終的にそこに川流れて

いるからといって、ですからそういうことは

わかっておりますって。ですから、そこに行

く前にはんらんとかしますから、そういった

ときに大体どういうふうにはんらんしていく

か、このあたりの田んぼに流れそうだとか、

そういうことは想定できると思いますよ、い

ろいろ町内を見ていたらね。ですから、そう

いったことを考えていますかと。川の中だけ

で治まるんでしたら別に問題ないわけですか

ら。ですから、そういうことをお尋ねしてい

るので、聞いてることに対して表面的といい

ますか。こちらはもっと深くお尋ねをしてお

るのに、それだけで答えられたらどうも、も

っと前もって文章で出してるわけですし、お

答えいただきたいと思うんですが、それ以上

の答えはないんでしょうか。 

 ハザードマップについては答えがないん

で、答えてください。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 内水、まず内

水処理最終どうするかということになろうか

と思います。そういった意味で、最終放流先

がそこであるというようなお話をさせていた

だきました。現在のところ、内水に関しまし

ては雨水幹線それぞれ整備、先ほど申しまし

たが50％の整備を終えておりますので、現在

の状況の中では排水処理が可能であるという

ように考えております。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） ハザードマップに

つきましては何年か前にお出ししたんです

が、これも国の指針に基づいて作成したもの

でございます。また、東日本大震災、洪水等

いろいろ大変なことがあったわけですが、ま

たそれに基づいた国なり県の指針に基づいて

ハザードマップを新たにつくるときが来るか

もわかりませんけれども、今のところは考え

ておりません。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 事務局、あと何分私にあり

ますか、時間。残りは27分。 

 １人の部長は見直しを、洪水ハザードマッ

プやってるみたいに聞こえる答えで、１人の

部長はやってませんみたいなふうな答えなん

ですけど、私はもちろん国、県の指針もある

んですけど、万一に備えて本町としてどのよ

うに考えるかということを、本町でも国、県

の指針が出てからというのでなくて、やはり

考えることが必要であると思っておるので言

っております。 

 ちょっとこれだけに、質問時間が限られて

いますので、これだけ何回もやりとりしても

ちょっと時間がなくなってしまいますので、

これぐらいにしますけれども、今お答えいた

だいたのを見ると、なかなか具体的なことが

答えになっていない。つまりそういう政策に

ついて突っ込んだところまでされていないと

いうふうにお見受けします。ですから、今後

の計画、雨水幹線、こういうように何年かぐ

らいでこうやろうとしている、してないと

か、もう尐し具体的にお答えをいただきたか

った。そして、危険のある地域についてもう

尐し具体的に住民の皆様にお知らせしていく

という施策、もちろんどういう災害かその状

況によりますから、それが100％当たってな

いということは、今回の東日本の災害を見

て、そのハザードマップを超えたところまで

水が来たりしてるわけですので、一概にも言

えない部分があるんですが、そういうことに

ついてもっともっと町当局には考えていただ

きたいという要望をして、これはここで一応

とめておきます。 

 ７点目ですが、庁舎問題。 

 (1)過去から、総務常任委員会や本会議で

の私の質問に対して、「具体的なものがない

ので何も答えられない」との答弁が繰り返し

なされてきましたが、何か具体的に言えるこ

とは現時点においてありますか。 

 (2)庁舎建設に伴う周辺のまちづくりにつ

いては、具体的にどのように考えておられま

すか。 
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 (3)検討委員会からだけでなく、広く町民

からの意見を聞く機会を、ホームページに検

討委員会の議事録、これは現在載ってるわけ

ですけども、それも開催日から約50日たって

から載せるということだけでなく、具体的に

場を設定して、もちろんパブリックコメント

をネットで求めるということを考えておられ

ることは知っておりますけれども、もっと早

い時点に具体的に場所を設定して開催する考

えは、町はありますか。 

 町は、以前から「住民に説明し、絶大なる

賛同をいただいている」と説明してきました

が、実際には自治会長の集まりで時間的にも

短い、意見を言おうにも時間的に短いし、質

問しても聞いていないことを答えてそれに時

間が長くなり、はい、時間切れということ

が、そういう場では、過去からのそういう場

ですが、あったと自治会長経験者からは聞い

ています。 

 総務常任委員会が行った町民懇談会でも、

情報が欲しいという意見が参加された町民か

らは出されました。当局だけが情報を独占す

るのはよくないと思います。いかがですか。 

 いつも最後に情報を出され、なかなか町民

や議会の意見が反映されにくいやり方をとっ

ておられますが、このようなことがないよう

にしてもらいたいと思いますが、いかがです

か。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） ３点ご質問をいた

だきましたんで、まとめてお答えをいたしま

す。 

 現在、新庁舎建設基本構想・基本計画

（案）の策定につきましては、役場職員、係

長級で構成します太子町新庁舎建設庁内検討

委員会作業部会、課長級で構成する太子町新

庁舎建設庁内検討委員会で策定中でありまし

て、その作業が終了した後に外部委員で構成

します太子町新庁舎建設検討委員会にお諮り

をし、その後新庁舎建設基本構想・基本計画

（案）を町民の皆様にご説明をいたしたいと

思います。行政としましては、いろんな手順

を踏まえながら進めておりまして、ここで過

程のお話をさせていただくとかえって混乱を

招くものというふうに考えております。 

 ２点目でございます。庁舎建設に伴う周辺

のまちづくりについてでございますが、“和

のまち太子”にふさわしいまちづくりを目標

として、周辺環境や人に優しい魅力ある道路

ネットワークの充実など、住民の方々に安

心・安全に利用していただける環境づくり

と、町民の皆様が気軽に立ち寄ることがで

き、親しみやすい庁舎建設に取り組んでいき

たいと思っております。具体的な庁舎像がま

だ決定しておりませんので、現時点ではお答

えできない状況でございます。 

 ３点目、町民の皆様から直接ご意見をお聞

きする機会といたしましては、外部委員で構

成します太子町新庁舎建設検討委員会にお諮

りをし、ご検討いただき、基本構想・基本計

画（案）が策定された段階におきまして、町

民の皆様に説明会を開催したいと今のところ

思っております。また、パブリックコメント

も実施し、本計画に反映させたいというふう

に考えております。現時点におきましては、

新庁舎建設基本構想・基本計画を策定中の段

階でございますので、細かい内容までは町民

の皆様にご説明できる段階ではございませ

ん。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 過程の話はできないという

のは、行政の立場を見れば全く100％理解で

きないというものではございませんが、しか

し町民はいろんな具体的な情報を求めておら

れます。この前も総務常任委員会が町民懇談

会しましたけれどもね。これはどうなってる

んですかとかというふうに具体的に聞かれ、

私たちも具体的に町当局からお聞きしていな

いので答えれないままでおりましたけれど

も。もう尐し、過程の話はできないとおっし

ゃってるんですが、しからば、でき上がった

もの、そのでき上がったものがある段階で出

されて、ある会場である町民がおっしゃって
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ましたけど、女性の方がおっしゃってました

けど、そういう段階になって言ってもなかな

か変わりにくいというふうに聞いてるという

ことをおっしゃってました。ですから、私た

ちも尐しでも、一つでも二つでも町民の方の

ご意見を吸い上げさせていただきたい、聞い

てそれを生かしたいという趣旨からこういう

会をやったわけですけれども、そしてこれを

行政にこういうことが出てますよという、も

う尐し庁舎建設に対する具体的なご意見をど

んどん出していただいて、当局に具体的なも

のができ上がる前に、こういうお気持ちが町

民におありだということを伝えたかったんで

すが。 

 そういうことであったんですけど、最終段

階になって、行政は行政で、いつも行政自分

たちの立場で正しいといいますか、ある程度

決まった段階で変えていくということはなか

なかされません。ですので、町民からも出て

おりましたが、早い段階から私たちの意見を

聞いてもらいたいということ。これは私た

ち、そこにおった者たちも聞いております

が、私たちに強いご意見、ご要望、ご批判が

ございました。当然町に対しても批判の意見

が出なかったわけではありませんが、私たち

は町の立場で行ってるのではありませんか

ら、町の立場で答えることができませんの

で、事実を答えるだけで、町の立場で答えれ

ませんのでね。 

 町民の方は、例えば今の庁舎の場所はどう

なるんですかとか、あるいは総務委員会が出

した中間報告の内容、この提言、やる、やら

ないはどうなんでしょうとか、それから野々

市町に役場のほうから視察に行かれるんです

が、そういった内容を、された後に知らせて

ほしいとか。財政は合併しないと、何年か前

に合併の問題がありましたときに、５年も財

政もたないので合併しなきゃ仕方ないんです

ということで、町長初め当時の部長級の人た

ち、各会場を回って住民に説明会をされてい

て、本当に財政的に大丈夫なんですかとか。

また総務常任委員会がこういう町民懇談会を

やってくれたことは評価するけれども、また

今後も懇談会を開いて町民の意見を吸い上げ

てもらいたいとか、そういったようなことが

出てるんですけど。 

 今何点かご紹介しましたが、現庁舎はどう

するのかとか、総務委員会からの提言、これ

をどのようにしようと考えておられるかと

か、野々市町の視察の後、その内容を知らせ

てくれるかとか、財政的に合併しないと５年

はもたないといった状況のものがなぜ建てれ

るのかとか、そういったことについてのお考

えはいかがですか。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 今いろいろ早口で

おっしゃられたんですけれども、合併の５年

の問題、今ここで論じるべきではないという

ふうに思っております。 

 それから、総務委員会は総務委員会として

町民の皆さんのご意見を聞かれたんでしょう

から、それは総務委員会として私どもに提案

いただければ吟味して、できるかできない

か、今後の参考にしたいと思っております。 

 また、総務委員会は基本的には執行機関で

はありませんので、それは具体的な説明がで

きるはずもないというふうに思っておりま

す。具体的な説明をするのは我々執行機関と

いうことです。その責めを負うのも我々執行

機関ということでございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 早口で言われてということ

をおっしゃったので、お返ししますけど、私

たちはいろんな議案を説明するときにそちら

が書かれた文章を早口で言われてまして、そ

の速度と今私がしゃべった速度と比べて、私

の速度のほうが雲泥に早いということは全く

ございませんので。そうであれば、説明です

ね、いろんな議案、もう尐しゆっくりと、そ

ちらは原稿を見て各担当課課長を中心につく

らせたものを、それをもとに吟味されて読ま

れているわけでありますので、そちら側も配

慮をしていただきたい。 

 それで、合併云々は議論することじゃない
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と今おっしゃいましたが、そういうことでな

くて、財政的に大丈夫なのかと言われている

ということなので、財政的に大丈夫であると

いうことであれば大丈夫であるとお答えいた

だいたらいいわけです。私はその会場で、あ

くまで私見であるということをお断りした上

で答えておきましたが、私は庁舎を、仮に

20億円、30億円でこのものを建てたからとい

って太子町がつぶれるということはないと思

いますと、この発言の責めは私が負いますと

いうことで、私の私見をあくまでそこで断っ

た上で述べておりますが、町当局としてはそ

れをやろうとしている立場でありますので、

ですから財政的に大丈夫ですかとお尋ねして

ますが、いかがですか。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） これは、何もきの

うきょう出た庁舎建設の話ではございませ

ん。ずっと以前から庁舎建設の話が出ており

まして、それ以降財政的に行政改革も、合併

云々の話が出ましたが、財政的にもこれはい

けるだろうというて判断したわけでございま

す。また、その財政の中身につきましても、

町民の皆様方にはしかるべき時期が来れば財

政計画もお示ししたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 庁舎のことがきのうきょう

上がったことではないというのは、役場の立

場ではそうおっしゃるんです。それで、前部

長もそういうことをおっしゃっていました、

総務部長ね。ですけれど、検討委員会の当初

にこれまでの流れとして書かれている文言の

中に、役場の内部での検討会のこれこれを開

いて何回開きましたということが書いてある

んですけれども、それの具体的な内容、私が

議員になる前のことですから、それより前に

おられる議員複数の方に聞いて、そのときの

様子を確認しましたが、具体的に何回こうい

う内容でこうだったと、こうだったというこ

とは議会には報告はないというふうに言われ

ております。私議員になる前のことだからそ

ういうに聞いてるわけですけど。 

 ですから、私たち議会議員は新しく４年ご

とにかわっていき、役場の職員は長い間おら

れます。ですから、何かつくるということに

なると、今回もそうですが、それぞれの課か

ら職員を出して、これから将来の、もういる

議員だからこれこれぐらいの立場の者に出て

もらって案をつくってもらうと、そういうふ

うにされていて、そしてその内容もそこに役

場職員はおられるので、よくわかっておられ

るのかもしれません。ですけれど、議員は４

年ごとにかわりますし、大分前のことという

ことになると、わからないんですね。ですか

ら、お互いが納得といいますか、合意の上で

進めていくということであれば昔のことを知

らない議員が悪いというのではなくて、いろ

んな情報を、そちらは議会側に議決を求める

立場でありますので、丁寧にやはり説明をし

ていただきたいというふうに思います。 

 今、部長のほうから町民懇談会で総務委員

会が細かいことを答えれるはずもないと、私

たちが責任を背負うし、私たちが答えれるの

だと、そういうことでしたが。ですから、私

たちにも具体的な内容がほとんど出されない

ものですから、町民の立場にすると、意見言

うのはやっぱり議員さんに、私ら直接役場の

町長とトップとそんなに話せるわけじゃない

と、もちろん話せる人もおられるとは思いま

すけど。私たちに、やはり意見を言ってもら

わなきゃ困るんだと、議員に対してね。議員

に対して強い。 

 庁舎問題について聞いておりますので、外

れておりません。答えにくいことになると、

そのように当局は言われるんですが。ですか

ら。 

○議長（佐野芳彦） そういうやりとりはや

めてください。 

○服部千秋議員 現庁舎をどうするのかと

か、例えばそういう庁舎問題について尋ねて

るので、現庁舎についてどう考えておられる

か、お尋ねします。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 
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○町長（首藤正弘） お答えします。 

 いろいろと言われております。町からは何

の質問しても今答えられないというようなこ

とが言われておりますが、これは当然のこと

であると。私が今どうこうするっていうこと

を答弁できるはずがございません。太子町

の、今庁舎建設検討委員会で練っていただい

ておりますので、そこから上がってきて初め

てこういうものが上がってきましたという説

明ができるんであって、今私がこうするああ

する、検討委員会抜きにしてそういうことは

言えるはずがございませんので、そこは十分

ご理解をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 また総務常任委員会のほう

でも当局に聞くように、また皆さんとご相談

したいと思っておりますけれども、今答えれ

るはずもないということを言われましたが、

ただ町民の気持ちとしてはいろんな思いがあ

るので、私たち議員は町民に選ばれてこの任

務を務めさせていただいているので申してお

ります。 

 例えば、現行案では太田地区や龍田地区は

不便となるので、行う場合だったら役場の支

所をつくってほしいとか、コミュニティバス

を運行するなどの利便性を図るべきとか、そ

ういう意見も出てました。これも、こういう

ことについては何も今答えれないということ

で、町長よろしいか。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） 先ほど言ったとおりで

ございますし、今支所をどうこうする、支所

できますか。私この22.62平方キロの太子町

の中で、支所まで設ける気持ちはございませ

ん。今これは私の私見でございます。しかし

ながら、この庁舎建設については、検討委員

会の中で今諮問させていただいて練っていた

だいておりますので、答弁はできないという

ことでございます。ご理解をお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 あと、事務局何分あります

か。12分。 

 ぜひとも町民の意見に、途中段階でも耳を

傾けていただいてやっていただきたい、これ

が強い要望でございます。 

 議員も、もちろん町民のことに耳を傾け、

当局も案ができ上がってからというよりいろ

んな段階でもっと意見を聞いていただきた

い、そのように思うものであります。町民懇

談会では、そんなにもろ手を上げて現在の場

所がいいというような雰囲気ではなく、私た

ちもいっぱいいろんな意見を言われて窮した

ところでございます。今後ともよろしく議会

側、議員側、町民の意見に耳を傾けていただ

きたいと要望をしておきます。 

 続いて、最後の８点目でございます。 

 太子町の教育についてお尋ねをいたしま

す。 

 町内の中学校で、生徒が教員の指導に従わ

なかったり、非常に興奮したり、騒いだりし

てスムーズに学校教育ができない事態が発生

しています。全教員が、みずから体を張って

仕事をする気概が、生徒の心に届きます。生

徒の前に複数の教員が皆で正々堂々と立って

いるとき、その姿に生徒の心は感じます。私

も教員であったので、教員を責めたくありま

せんが、教員として生徒の前に立つときの姿

勢については、尐しばかり先輩の教員経験者

として、現場の教員を叱咤激励したくなるこ

とがあります。 

 最近、太子町教育の現場でうまくいってい

ないことが、教育委員会から報告がありまし

た。正直に言ってもらっている姿はよいこと

だと思います。しかし、この現状に対して、

教育委員会も学校も議員も家庭も一緒になっ

て考えるべきであると思います。先生だけで

すべてをできない部分があります。子供たち

を取り巻く環境は、私たちの世代が生徒であ

ったときとかなり違ってきています。ですか

ら、先生だけを責めようとして聞いているの

ではありません。しかし、先生が大きな役割

を果たすということは言うまでもありませ

ん。 
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 (1)学習指導が十分なされるような教室の

雰囲気ですか。特に中学校の現状を説明願い

ます。授業中に立ち歩いたり、教室から生徒

が出ていくことはありませんか特に中学校。 

 (2)教育現場が組織として生徒をしっかり

しかるなどの生徒指導は十分機能しています

か特に中学校。 

 (3)いじめ、不登校は太子町の小学校、中

学校にはありますか。いじめに関する事例報

告の調査方法はどのような方法をとっていま

すか。問題行動への対応はどのように行って

いますか。 

 (4)家庭に学校での出来事を日ごろからす

ぐに知らせるなど、家庭は学校とのコミュニ

ケーションを十分とれていますか。 

 (5)私たち地域の人間も皆で学校に目をや

り、協力的な姿勢で学校を育てなければなり

ませんが、困難な状況にあるとき学校側とし

ては具体的に何ができますか。今回の問題を

機に、学校側は何をなそうと考えています

か。 

 (6)学校、家庭、地域のきずなをどのよう

に強化しようと教育委員会は考えています

か。その一つとして、太子東中学校が今回オ

ープンスクールにされたことはよい点です

が、これは一時期のオープンスクールという

意味じゃなくて、学校の状況にかんがみ、い

つでも来てくださいというふうにオープンス

クールにされたことを言っておりますが、こ

のオープンスクールにされたという、このこ

と自体についてはよいことですが、学校がお

手上げだから外に頼むということだけになっ

てはいけません。地域も一緒になって学校を

育てなければいけません。 

 (7)学校にすべて考えるようにというよ

り、太子町教育委員会がその方向性を示すこ

とも必要であります。教育委員会管理課職員

は、教育のことがわからないから消極的であ

るということはありませんか。管理課職員が

学校現場のことを建物や人の管理といったこ

とだけでなく、教育への理解を示そうと常に

心がけていますか。 

 (8)町として、教育委員会として、学校と

して、親とともに子供の教育や問題行動を考

えることを日ごろから行ってはどうですか。

太子町教育委員会が学校に働きかけ、一緒に

なって企画してはどうですか。個々の問題が

起こる前に、日ごろから親や子供に働きかけ

ることが必要です。今こそ教育委員会の役割

は重要です。 

 (9)太子町教育委員の方々は、最近の中学

校の様子を見てどのようにされようとしてい

ますか。また、これらこれから解決すべき

小・中学校の課題について、現在の太子町内

の小・中学校の課題を太子町教育委員会はど

のように考えておられますか。また、管理課

はどのように考えていますか。 

 (10)教職員のメンタルヘルス対策はどのよ

うに行っていますか。せっかく教育したいと

いう気持ちを持って教師になった人たちを育

てていかなければなりません。そのための方

策を太子町教育委員会としてはどのように考

えていますか。 

 (11)また、最近の教師採用に面接を重視し

ていることは知っていますが、それでも採用

される学力は必要であります。勉強は頑張っ

て採用された方が、学力以外の経験が生徒を

指導する際に大切な部分があります。この点

を教師になった若い教員たちにどのように指

導していきたいと、管理課は、現場の管理職

は考えていますか。 

 教員の採用は県が行っていることは知って

いますが、太子町教育委員会委員の方々は、

ここへこれにって書いておりますが、採用そ

のものということでなくて、どのように育て

ていくかということについてどう考えて、教

員を育てることについてどのようにしていく

べきだと考えておられますか。 

 (12)太子町にも生徒指導の充実を図るため

の指導主事を置くべきであるという私の考え

は以前にも述べましたが、太子町教育委員会

の皆様はどのように考えておられますか。教

育委員会部局はどのように考えておられます

か。町長はどのように考えておられますか。 
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 勉強においても、クラブにおいても、人間

関係においても、また児童と教師の人間関係

においても小・中学校を通して子供たちが豊

かに育つこと、太子町教育委員会には頑張っ

ていただきたいと思っております。ご答弁を

お願いします。 

○議長（佐野芳彦） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 12項目について質問

がありますのですが、１項目ずつ、時間がか

かりますが答えさせていただきます。一部重

なるところはまた追って言わせていただきま

す。 

 まず第１点ですが、中学校の現状の説明を

願いますということですが、大多数の生徒は

意欲を持って勉強や運動に取り組んでいま

す。尐数の生徒が、生活の乱れや規範意識の

低下から授業に集中できなかったり、反社会

的行動を繰り返している実態があります。 

 ２番ですが、生徒指導は十分機能していま

すかということですが、全職員が話し合い、

共通理解のもとで生徒同士、生徒と教師、教

師と保護者、教師と関係機関等が、かかわ

り、つながることを大切にしながら、組織的

な指導を進めております。絶対にあきらめな

い強い覚悟を持って取り組んでおり、生徒指

導は機能していると認識しております。 

 ３番目の、いじめ、不登校の調査方法、ま

たその問題行動への対応はどのように行って

いますかということですが、調査方法につき

ましては日ごろの観察、保護者からの訴えや

生徒間の情報、教育相談、生活記録ノート、

生活アンケートにより実態把握に努めており

ます。 

 問題行動の対応は早期発見、早期対応が重

要であると考えます。いじめの件数について

は、昨年度は５件でしたが、今年度について

は現在のところ報告を受けておりません。不

登校については、昨年度小学校３名、中学校

で24名、計27名でしたが、本年度10月現在で

は小学校２名、中学校14名の計16名と認識し

ております。 

 ４番目の、学校は家庭とのコミュニケーシ

ョン云々ですが、家庭教育や電話での連絡に

より、保護者との連絡を機会あるごとに行っ

ており、保護者と共通認識が持てるよう努め

ております。ただ、現実として我が子に指導

できない保護者も尐なからずおられる現実が

あります。 

 第５点目の、困難な状況下で地域との協力

で学校側として具体的に何ができるか、学校

側は何をなそうとして考えておるかというこ

とですが、公立の義務教育学校では、ありの

ままの社会や家庭を受け入れて成り立ってお

ります。学校は、教育機関として多くの力を

結集して児童・生徒の成長を見守るため、つ

ながることで課題解決に向かっていくことと

思います。困難な状況にあるときこそ、問題

のある生徒にも、問題のない生徒にも、かか

わることを忘れずに指導を行っていくものと

考えております。 

 第６点目の、家庭、学校、地域のきずなを

ということですが、今回の太子東中学校が実

施している毎日オープンスクールの取り組み

は、決して学校がお手上げだから外に頼むと

いうことではありません。困難な状況にある

ときこそ、まず風通しをよくし、情報を正し

く伝えることから始め、大人がつながるため

の施策として考えております。 

 実際に見ることによってわかることが増

え、実行できることも見つかると考えます。

学校のマイナスな面でなく、プラスの点も発

見していければよいと考えております。 

 (7)番と(8)番は、太子町教育委員会は、教

育への理解を示そうと、日ごろから親や子供

にどのように働きかけているかというような

内容ですので、申しわけないですが７番、８

番は合わせて答えさせていただきます。 

 教育委員会としましては、日ごろから各学

校現場と連携しているものと考えておりま

す。教育委員長を初めとする各教育委員の

方々も、管理課の職員も、家庭と情報を共有

し、今何ができるかを一緒になって議論して

おります。 

 ご指摘いただいたように、教育委員会の役
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割はますます重要なものになってきていま

す。しかし、いじめ、不登校、問題行動など

に効く特効薬はありません。生徒と教師、教

師と教師、教師と保護者、学校と地域、学校

と教育委員会が常に情報を共有し、一人一人

の子に合った指導を協議し、包み込んでいく

指導を継続していかなければなりません。今

後とも、県教育委員会など関係機関とともに

連携や相談をしながら、一人一人の児童・生

徒の自己表現と幸せを目指して取り組んでま

いりたいと思います。 

 ９点目、学校の課題を太子町教育委員会ま

たは管理課はどのように考えているかという

ようなご質問ですが、幼稚園と小学校、小学

校と中学校の連携は重要な課題であると認識

しております。今後、中１ギャップの問題研

究を進めていきたいと考えています。今月中

にも各学校の小・中連絡会を開催し、幼稚

園、小学校、中学校それぞれの教師のつなが

りとかかわりを、解決すべき課題の取り組み

に生かしていきたいと考えています。 

 10点目のご質問ですが、教職員のメンタル

ヘルスの対策は太子町教育委員会はどのよう

に考えているかというご質問ですが、教職員

のメンタルヘルスの対策で最も大切であると

考えていることは、問題等が発生したときに

絶対に一人で抱え込まず、組織で対応するこ

とであると考えます。また、カウンセラーや

関係機関に相談することも大切であると考え

ます。県教委が発行してますメンタルヘルス

通信を教職員に配付し、啓発や学習を進めて

います。 

 11点目のご質問ですが、若い教員たちをど

のように育てていくべきかというご質問です

が、若い先生方には生徒指導に対する知見を

広めていく指導が必要であると感じておりま

す。教育現場の抱える課題は増加し、困難さ

を増していると思っております。生徒だけで

はなく保護者対応の難しさもあり、人間力の

向上、カウンセリングマインドとともに、伝

えることのスキルアップが図れるよう教員の

研修に努めてまいりたいと考えております。 

 12点目の生徒指導の充実を図るための指導

主事を置く件ですが、生涯学習をしていく中

で学校教育の果たす役割は極めて重要で、将

来に多大な影響を与えていきます。事務局と

しましては、そのような大事な時期に、専門

である指導主事を設置していただければ本当

にありがたいものであると考えております。 

 いずれにしましても、ご指摘のように子供

たちが豊かに育つことを実現するために、家

庭、地域と連携し、学校と教育委員会がそれ

ぞれの責務を果たしていくことが大切である

と考えます。今後とも子供たちの信頼関係を

基礎に据え、命の大切さやともに生きる心の

形成を目指し、深い理解と限りなき情熱を持

って取り組んでまいります。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） 最後の指導主事の件に

ついてお答えいたします。 

 この件につきましては、22年６月にもご質

問をちょうだいし、お答えをさせていただい

ております。やはり、私は教育委員会の教育

方針、また教育委員会の事務方針等々を尊重

いたしまして、対応については、今置かれて

いる教育の現場を重視して、この指導主事問

題についても考えさせていただきたいと、こ

のように思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 残り時間５分。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 最後の町長の言葉、ちょっ

ともう尐し具体的に、実際に置こうとしてい

るのか、現状でというのと、それを答えてく

ださい。 

 それから、教育長のほうから早期発見、早

期対応ということの大事さを言われました

が、現在の太子東中の現状、あの状況はいつ

からああいう状況だったと思っておられる

か、お答え願います。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） この指導主事の関係に
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つきましても、これ私が置く、置かんの問題

じゃございません。教育委員会部局でござい

ますので、それは十分ご理解をお願いしたい

と思います。その中で、すり合わせをする中

で、何を優先していくかというのをしっかり

見きわめてやっていきたいと、そのように思

います。 

○議長（佐野芳彦） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 早期発見ということ

ですが、今の学年の生徒については、小学校

低学年からその芽はありました。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 町長のほうから、私が置

く、置かないというのは、システム的にはそ

ういうことなんですが、ただ教育という部局

が予算のことを要求して、やはり最終的にど

うするかということを決めるのは町長の立場

の方がすることですのでね。教育委員会の気

持ちはここでも述べられているし、私も前か

らそれを置くべきだと思っているし、また現

場の管理職、具体的にだれが言ったとか言い

ませんが、現場の方、あるいは現在そういう

ことに携わっている人たちにも私いろいろ聞

きましたけど、やはり置くべきだという考え

で聞いておりますので、お伝えをしておきま

す。 

 それから、今教育長のほうから小学校低学

年のときからそういう芽があるとか、そうい

うお答えなんですが、私は学校に行きました

ときに、廊下で先生と会うことがあります。

そしたら、向こうのほうから、いやあ、あり

がとうございましたというふうに複数の先生

からそういう言い方をされました。つまり、

来ていただいてよかったということです。た

またま、いつごろからこうなんですかねって

お尋ねしたら、いやもう転勤してきたらこう

いう状態でしたということでした。つまり、

以前からこういう状態があるということは、

以前から対応を学校としては、学年として

は、教師としてはやらなければいけなかっ

た。そして、たまたま私教室に入ったとき

に、自分の席をかわってる生徒がおりました

ので、私が注意していいのかいけないのかと

いう面もありますけど、ですけど一応自分の

席行かなあかんやんと言うたら帰りましたけ

どね。でも、教室入っていったら、７つか８

つぐらい、ちょっと正確な数はあれですけ

ど、教室入っていきましたら、どちらさんで

すか言うて、生徒のほうから、一番後ろに座

っている生徒が、様子を見に行った人に対し

て向こうから聞くという、こういう現状なん

ですわ。教科書を出してない生徒もいます

よ。教科書を出さなあかんのんちゃうん言う

てちっちゃい声で言うても、あるいはほかの

子に勉強せなあかんのんちゃうん言うたら、

いや勉強しに来とんちゃうしとか、いろんな

状況があるんですわ。なので、そういった実

態を教育委員会は把握しておられますか。 

○議長（佐野芳彦） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） すべて把握しており

ます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 すべて把握しておられると

いうことでございます。 

 それで、今不登校の生徒の数、年度別のデ

ータをおっしゃいましたが、それだけいると

いう状況です。ですので、教師をしていた者

の立場から申しますと、教員としても本当に

大変なことなんですね。ですから、すべてを

すべて教員全部やらんかいと言われても、す

べてがすべてできるかというと、今教育長の

答えの中にもありましたが、ご家庭にもっと

やっていただかなきゃいけないこともあるわ

けです。ですけれども、やはり教師、学校に

もっとやってほしいという要望が住民から出

てくるわけでありまして、その要望自体が間

違ってるわけでもございません。もちろん親

も頑張ってもらわなきゃいけませんけれど

も。現状をすべて把握してるということであ

られますので、ですから、いろいろ考えられ

たり悩んでおられると教育長の側でも思いま

す。それはそのようにお察しいたしますけれ
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ども、尐しでもよりよい学校になりますよう

に皆でいろいろ考えて。理念ばかり言ってて

も仕方ない部分もありますから、具体的に子

供たちへの対応について、一生懸命これから

も頑張っていただくように、これは本当に強

くお願いしておりますので、大変だと思いま

すけど頑張ってください。お願いしておきま

す。 

 終わります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で服部千秋議員の

一般質問は終わりました。 

 次、堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 ２番堀卓史、通告に従いま

して質問します。 

 町民がより「まちづくり」に参加できる仕

組みを。 

 世界でも、日本のみならず福祉国家を目指

した国はことごとく財政悪化の一途をたどっ

ています。我が国では官から民へ、国から地

方へと権限を移すことにより難題を切り抜け

ようとしていますが、これにより地方自治体

の行財政は大きな転機を迎えています。中で

も財政支出削減の一つの手法として、国及び

地方公共団体がニュー・パブリック・マネジ

メントの理論、すなわち行政や自治体に民間

企業の経営的な役割分担、考え方を取り入れ

ようとするものですが、そのニュー・パブリ

ック・マネジメントを取り入れ、いわゆる小

さな政府への転換を図ることが重要とされて

います。これは、新しい公共という価値観の

発展につながるものですが、住民がつくった

活動を行政が裏方となって公共サービスとし

て提供される社会を目指すものです。 

 まちづくりとは、ただ卖に道路や公園、建

物といった空間を創造するだけのものではな

く、社会すべてにおいて文化や環境、経済活

動など生活そのものの創造だと考えます。で

すから、まちづくりは空間の完成で終わると

いったものではなく、その空間が生活の中に

月日とともに溶け込み、変化し、対応し、そ

の時々の状況に応じ住民に使われるものだと

思います。 

 中でも、地域の交流、体力づくり、コミュ

ニケーションやいやしを求めて人々が集まる

場として、公園は大変重要な場所だと思いま

す。というよりも、そういう場にしなければ

いけないと思います。 

 そこで、９月議会でお聞きした内容と重複

する内容もあると思いますが、太子町におい

て公園等の開発整備、活用についてお聞きし

ます。 

 (1)地域の公園（500メートル圏内にあるよ

うな小さな公園）は、①現在、町内に何カ所

ありますか。合計面積は。②そのような小さ

な公園のほとんどが、各自治会が運営管理し

ていると思いますが、太子町として公園をつ

くるときに補助や助成の制度が幾つかあると

思います。どのようなものがありますか。③

制度的なもの、例えば土地開発を行うとき、

家をどれだけ建てたらどのくらいの公園をつ

くらなければならない等のルールや取り決め

はありますか。県や国のものと、太子町独自

のものがあればお聞かせください。 

 (2)住民がいろいろな取り組みに参加でき

るように、総合計画にも上げられています

が、太子町がバックアップあるいは主導で取

り組んでいるようなものについてお聞きしま

す。①アダプトプログラムの活用の現状と過

去の取り組みについて。②公園にかかわるボ

ランティアについて、個人の把握は難しいと

思いますが、登録団体として活動内容や団体

数の把握はありますか。③新しい公園の活用

のあり方について。フリーマーケットやプレ

ーパーク、公園オープンカフェなど、住民が

主体となって行うものですが、そのような取

り組みに太子町から何かできないかと思いま

す。例えば、町ホームページや役場内でのポ

スターでの告知であったり、休日の役場駐車

場の開放など、なるべくお金をかけないです

むような方法があると思いますが、そのよう

な要望が住民の方からあれば、心安く対応で

きる準備はありますか。 

 次に、自然エネルギーに対しての取り組み

についてですが……。 
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○議長（佐野芳彦） 暫時休憩します。 

（休憩 午前11時41分） 

（再開 午前11時41分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に続き会議を開

きます。 

 どうぞ。 

○堀 卓史議員 先日も吉田議員や藤澤議員

のほうからも、環境に対する質問があり、こ

れもまた重複する内容があるとは思います

が、改めてお聞きします。 

 住民の自然エネルギーに対する関心は、日

増しに高くなってきています。現に、町で何

か環境に対する取り組みをしているのかと聞

かれる機会もあります。節電もよいことだと

思います。それにプラスして、住民の方々と

行政が何か取り組みができればと考えており

ます。環境エネルギー教育の面でも、環境に

優しい太子町として、より住民の関心を集め

ることができると思います。そこで幾つかお

聞きします。 

 ①現在、太子町内の公共施設に設置してい

る太陽光発電パネルの数、面積、総ワット

数、電力会社による全量買い取りになったと

きの金額をわかる範囲でお願いします。②現

在太子町でも上水道の揚力を利用した発電を

していますが、農業用水や上下水道を利用し

た発電を、目に見える形として住民と一体と

なり取り組んでいる自治体もあります。我が

町にもそんな取り組みがあればよいと思いま

すが、上水発電の電気の使い方、取り組みに

ついてをお伺いします。③この冬も、夏に引

き続き電力不足が懸念されています。電力会

社からの要望もあったと聞いております。役

場内外かかわらず、この冬の節電を楽しむよ

うな取り組みを何かお考えですか。④自然エ

ネルギーを使って発電した電気を証券化した

ものがグリーン証書ですが、そのグリーン証

書に対してのお考えをお伺いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） まず最初に、

地域公園の関係で、現在町内何カ所あります

かということでございますが、まず太子町が

管理しております公園につきましては、都市

計画公園が８カ所、そして帰属公園が48カ所

ございます。面積につきましては、都市公園

が約15.8ヘクタール、帰属公園が約4.5ヘク

タール、計20.3ヘクタールとなっておりま

す。500メートル圏内にあるような小さな公

園といたしましては、他に自治会が管理して

いる児童公園27カ所がございます。 

 それから、２点目でございます。 

 補助制度についてでございますが、自治会

の管理の公園をつくるに当たりましては補助

制度がございまして、児童福祉施設整備事業

といたしまして公園設置に伴います土地の購

入費及び遊具等、施設の購入費に対しまして

査定価格の50％以内、最高限度30万円の補助

金を交付する補助制度を設けております。 

 それから、３点目でございます。 

 開発時の公園設置基準ということでござい

ますが、本町におきます住宅開発につきまし

ては、幼児、児童を含む世帯が入居する割合

が高く、過去に行いましたアンケートにおき

ましても公園整備の要望が多くございまし

た。 

 開発区域面積が3,000平方メートルを超え

る開発行為につきましては、兵庫県開発許可

基準及び太子町開発指導要綱に基づきまし

て、地区面積の３％以上かつ150平米以上

と、公園の設置が義務づけられております。

これには、広域的な都市公園とは別に、自宅

に近接した街区公園として機能を持たせ、低

年齢を対象とした安全で最低限の遊具を備え

たコミュニティー形成のための広場として役

割を担うものと考えております。 

 それから次に、アダプトプログラムに関す

る１点目でございます。 

 道路、公園の清掃や植栽、草花の植えかえ

を実施する団体に対し、協働で管理運営を行

うアダプトプログラムの導入を促進をいたし

ておりますが、現在のところ各種団体とも余

り積極的でない状況でございます。 

 太子山公園周辺の自治会や子供会でボラン

ティア活動として清掃作業を実施していただ
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いておりますが、年１回程度実施をしていた

だくことが限度のようでございまして、その

効果より次への取り組みへはなかなかつなが

っていかない状況でもございます。 

 今後につきましては、まちづくり協議会あ

るいはＮＰＯ団体などを中心に啓蒙を行いま

して、まちづくり全体の中で身近に達成感を

感じていただけるような取り組みの検討を進

めていきたいというように考えております。 

 それから、２点目でございます。 

 登録団体の数、内容と団体数ということで

ございますが、本町の公園にかかわるボラン

ティアの登録等につきましては行っておりま

せんので、団体数についても把握ができてお

りませんが、先ほど申し上げましたように、

太子山公園周辺の自治会あるいは子供会など

でのボランティア活動やＮＰＯ団体による斑

鳩寺公園の清掃ボランティアなどの活動は自

主的活動として定着し、作業が行われている

ところでございます。 

 また、斑鳩ふるさとまちづくり協議会にお

きましても、ユニバーサル社会づくりを目的

とした斑鳩寺周辺の清掃ボランティア作業の

行事の検討が進められていると伺っておりま

す。いずれにしましても、今後アダプト制度

と相まった取り組みをしてまいりたいという

ように考えております。 

 それから、３点目の公園の利用でございま

す。 

 新しい公園活用のあり方といたしまして

は、公園をより楽しくにぎわいのある空間に

するため町民、利用者、行政がお互いに連携

して地域の共有財産である公園をつくり、利

用し、はぐくむ取り組みを進めていく必要が

あると考えております。オープンカフェの設

置やフリーマーケットの開催等、新しい公園

の活用につきましても、先進地においては取

り組まれているとこもあると伺っております

が、本町といたしましては、新しい活用を模

索する中におきましても住民の皆様の安全で

安心できる公園づくりを主眼に置き、地域の

人々と協働で取り組みを進めてまいりたいと

いうふうに考えております。 

 また、今後とも住民の皆様から公園活用に

おける要望や提案につきましては、心安い対

応に努めてまいりますが、まず前述いたしま

したように安全・安心に利用できる公園づく

りが第一義だというように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 町内の公共施設と

いうお尋ねでございますけれども、現在のと

ころ実施しておりますのは学校施設のみでご

ざいます。現在、龍田小学校と斑鳩小学校の

２校に太陽光発電設備を設置しております。

仕様については両校とも同じでございます。

太陽電池モジュールは150センチ掛ける90セ

ンチ、厚み3.6センチのものを縦６枚、横

16枚、計96枚並べたものでございます。規模

でいいますと縦６メートル、横24メートルほ

どの太陽光発電パネルでございます。受給最

大電力は19.7キロワット、関電との電力受給

契約の適用卖価は１キロワット当たり24円で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 今冬における節電

対策は、個々の家庭ではそれぞれが工夫を凝

らして節電対策を実施され、節電により捻出

された経費を娯楽費に充てるとか、電気のな

い時代の日常を体験する等いろんなことも試

行され、節電生活と向き合っておられるんで

はないかというふうに思っております。 

 また、広報12月号でも掲載いたしておりま

すが、節電チェックシートで節電達成度をチ

ェックするのも、前向きに取り組もうという

点では楽しむという部類に入るかもしれませ

ん。 

 一方、私ども行政機関では、住民サービス

の低下を招くことのないよう節電に取り組ん

で行く所存でありますが、楽しむといったこ

とは私どもでは考えておりません。職員の意

識高揚を図るという点では、役場の月ごとの

電気使用量を前年比較して公表し、節電効果
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を共有することにより、一層の節電につなげ

ていきたいというふうに考えております。 

○議長（佐野芳彦） ２番と３番が抜けてる

な。経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） エネルギーの

関係で、②番が抜けておりますので答弁させ

ていただきます。 

 上水発電ということでございますが、現在

改修中でございます北配水池に設置しており

ました動力回収装置というのがございます。 

 これは、そのもので発電をしているもので

はなくて、その動力を利用して揚水機能をも

たすということで、発電自体は行っておりま

せん。そこで動力を生み出し、それを利用す

るといったことでございまして、ワット数換

算でいいますと年間18万2,000キロワット程

度のワット数換算となります。なお、更新事

業におきましては、現在容量も非常に大きく

なりましたので費用対効果が見込めないた

め、動力回収装置については計画がございま

せん。 

 それから、もう一点は農業用水を利用した

発電ということでございますけども、太子町

内のほとんどが農業用水として国土交通省管

理の一級河川であります揖保川水系林田川か

ら取水をしておりますが、これにつきまして

も河川法第23条及び第24条の許可に伴う水利

使用規則の規定により取水制限等を義務づけ

られたものでございまして、期間につきまし

ても６月11日から10月６日までということ、

それから取水深月度揚高が約10センチ、取水

量等が制限された中での農業用水でございま

すので、一定の安定水量が確保できる状態で

はございませんので、農業用水を利用した発

電については、取り組みについては困難であ

るというように考えております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） グリーン電力

証書の制度についてでございますけども、こ

のグリーン電力証書につきましては自然エネ

ルギーを発電するための一助となる制度のよ

うに思われます。 

 この制度の利用につきましては、一般的に

広く知られていないように思われます。制度

の見きわめや利点の認識を深めていくことが

重要ではないかと思われます。 

 私たちが使うエネルギーが後世に不安な状

態をつくらないためにも、さまざまな角度か

らエネルギー施策の有効活用は必要と思われ

ます。国の再生可能エネルギーの研究がさら

に進んでいる中、さまざまな自然エネルギー

の利用や価値観の向上に注視していきたいと

いうように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 暫時休憩します。 

（休憩 午前11時56分） 

（再開 午前11時56分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に続き会議を開

きます。 

 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 近隣公園についてお答えし

ていただきました。太子町に今現在８カ所と

48カ所と27カ所、合計83カ所になると思うん

ですけれども、よく比較されるのがというか

太子町が目指している都市として野々市町が

挙げられるので、例えば野々市町なんかでし

たら115カ所、大小合わせて公園があると思

います。やはり、現段階では太子町では公園

が尐ないように思います。一人頭の面積計算

でいくと、県の平均で9.6平米、柳池の公園

が完成したときに太子町では9.0っていうふ

うに数字が出ていると思うんですけれども、

やはり住民が求めているのは身近な公園だと

思いますので、そういう公園を管理したり、

管理自体を自治会にお願いするんであれば、

管理しやすいような補助や制度の拡充が必要

だと思います。そして、開発行為を行う際の

取り決め制度、住民の利便を考えて乱開発と

言われないようなしっかりとした条例の制定

が必要なのではないでしょうか。この辺につ

いて、もう一度お答え願います。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 野々市町の話
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がございましたが、すべてを目指している

と、今回庁舎を視察するということでござい

ますので、すべてを目指しているということ

にはならないかと思います。 

 しかし、公園面積でございますが、身近な

公園ということでご指摘がございましたが、

現在総合公園を整備をいたしましておりまし

て、まずは総合公園の完成に向けた集中的な

整備を行いたいというように考えておりま

す。 

 現在のところ、先ほどございました１人当

たりの公園面積が尐し県内平均を落ちるとこ

ろでございますが、その完成の暁にはおおむ

ね平均までいけるというようなことを思って

おります。 

 それから、補助の拡充でございますが、先

ほども申し上げましたが、30万円の限度とい

うことでございまして、今のところ年に、

23年度についてはご要望もございませんでし

た。22年度に１件ございました。そういった

程度でございまして、今の補助制度について

は現状の要綱のまま運用したいというように

考えております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 よく検討していただきたい

と思います。 

 次に、公園の活用の仕方や取り組みについ

てお答えいただきましたが、たくさんの住民

の方々にまちづくりに参加していただきたい

と思うのですが、アダプトプログラムの件に

ついて尐し例を挙げさせていただきます。 

 東京都では思い出ベンチ事業というのを行

っております。民間活力の導入、規制緩和の

一環として、公園の古くなったベンチを住民

の寄附で新しいベンチに交換するという事業

です。寄附をいただいたベンチには、名前や

簡卖なメッセージなどを表示したプレートを

取りつけています。このように、我が町にも

ベンチあるいは公園の遊具や植樹した樹木の

里親を募集するなど、町が主体となって住民

に向けての取り組みをできないかと思いま

す。 

 ほかにも、公園の活用といたしまして太子

町では山田のキャンプ場がありますが、これ

もまた東京都の例になりますが、大自然塾と

いうのがあります。青尐年や都民の方が、森

林や雑木林で手入れなどの管理作業や環境学

習を通して自然を学び守っていくという実践

的な技術を身につけ、森林や雑木林の保全作

業を展開できるよう講座を開設しているとい

うものがあるんですが、現在は太子町には、

先ほども言いましたように、民間が経営する

キャンプ場があります。環境教育の面でも、

大自然塾のような取り組みができないかと思

います。管理の面でもアダプトプログラムを

利用し、プレーパークやキャンプに来た人に

管理をしていただいたら管理費を節約できる

のではないかと思うんですけど。そこで、町

営キャンプ場の可能性についてもお伺いしま

す。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） アダプトプロ

グラムの取り組みでございますが、現在太子

町におきましても取り組みとしては非常にま

だ浅うございまして、登録等につきましても

ございません。そういったことにつきまして

は、今後ＰＲということで努めていきたいと

いうように思います。ただ、ボランティア等

については現在も掃除等についてしていただ

いておりますし、そういった方々については

育てていくといいますか、協力についても今

後お願いしていきたいというように思いま

す。 

 また、それぞれの地域で協議会等も生まれ

つつありますので、そういった協議会等を利

用した形でアダプトに協力していただけない

かというようなことも検討していきたいとい

うように考えております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 原のキャンプ場の

件でございますけれども、現在小学校５年、

３年で環境と自然の関係の授業を持っており
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ます。そういった意味で、民間のキャンプ場

をということでございますので、教育委員会

としては現時点では今後の構想も全く立って

おりませんし、現時点では町営ということは

考えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 アダプトプログラムについ

てもより一層のＰＲ、そして何か町で取り組

んでいただきたいなというふうに思っており

ます。 

 太子町次世代育成支援行動計画（後期計

画）の中に、第３章第４節で「子どもたちが

のびのびと育つ環境づくりの推進」とありま

すように、「地域の子どもたちが学校等の枞

を超えた同世代との交流や、多様な経験、地

域の人々や異世代とのふれあいが実現できる

よう、子どもの居場所づくりの事業を充実さ

せ、子どもたちが健全に育つための環境を整

備していきます。」とあります。 

 子供たちの生きる力をはぐくみ、そしてい

ろんな世代が垣根なく交流できる、そんな町

に、近隣自治体からも太子町はすばらしい取

り組みをしていると言われるようなぐらいの

ことをぜひとも進めていっていただきたいと

思います。 

 次、自然エネルギーについてお答えしてい

ただきましたけれども、小学校に２件太陽光

パネルがあるということですが、これは余剰

電力の販売ということで24円という計算でい

いんですか。総額にすると幾らになるかわか

りますか。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 龍田小学校を例に

とりますと、22年度の実績で、23年度は今、

年度中でございます、2 2年度の実績で

4,745キロワットを売電いたしまして11万

3,880円の収入を得ております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 たしか太陽光の助成になる

と、今度は、今までが余剰電力であったの

が、全量買い取りが可能だと思います。その

全量買い取りになると、たしか今まで24円だ

ったのが40円程度に上がってくると思うんで

すけれども、そのような理解はありますか。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） そもそも環境教育

と申しますか、関連的というか情緒的なこと

を申しますけども、パネルを見て子供たちが

幾ら発電されてるなという、そういった環境

に対する面を考慮しましてできたもんだと思

っております。したがいまして、発電したも

のを自家消費せずに全量販売する、まさに龍

田小学校発電所というんですか、そういった

ものの考え方はとっておりません。ただ、

22年度の年間発電量のデータがないもんです

から、幾ら発電して、幾ら自家処理して、幾

ら売電したかという正確なものはないんで

す。現時点で申しますと、今年の１月から今

年の11月末日までで２万3,918キロワットの

発電をしております。ですから、歴年で申し

ますと約２万5,000キロワットの総発電量に

なろうと思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 ありがとうございます。 

 今回の一般質問に限らず、過去に幾度とな

く太陽光システムの助成の要望がなされてき

たと思うんですけども、早い時期にそうした

取り組みができるようにしたいといったよう

な、積極的な考えのご答弁をいただいており

ます。先日も、吉田議員の太陽光システム設

置費用の補助施策について導入見込みはある

のかという問いに対して、検討中であるとお

答えしておりました。改めてお聞きしますけ

れども、24年度の予算で太陽光システムに対

する助成制度を検討中ということでよろしい

でしょうか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） まさに今検討

中でございまして、24年度でのせるかという

ことについては、現在のところはまだ結論に

至っておりません。 
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○議長（佐野芳彦） 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 わかりました。 

 次に、上水電気の取り組み、使い方ですよ

ね。現段階では制度や金額の確定はしていま

せんが、この自然エネルギーで起こした電気

も、またこれも売電できるようなシステムに

あるというふうに聞いたことがあるんですけ

れども、上水で発電した電気を現在は回収に

回っているっていうふうにお答えしていただ

いたんですけど、これが年間で12万8,000キ

ロワットぐらいというふうに聞きました。こ

れを仮に20円で売電できたとして360万円年

間になると思うんですけれども、この電力

を、回収電力として使っている電気を、これ

も売電という考えはないんでしょうか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 先ほども申し

上げましたが、動力回収装置でそこで生まれ

た動力を今度また上げると、单配水池へ上げ

る、落とした動力でもって北配水池から单配

水池へ上げるというような、動力回収装置を

持ってるということですので、それがすなわ

ち発電しているということではございません

ので、売電とかそういうことにはならないと

いうことでございます。 

○議長（佐野芳彦） 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 回収した電気をまた使って

いるということはよく理解しているんですけ

れども、売電するにしてもメーターの問題で

あったりとか、いろいろな設備の問題があっ

て難しいとは思いますけれども、取り組みと

して何かできないかと思って提案しただけな

んですけれども。 

 このように、環境問題としてとてもいろい

ろと考えているんですけれども、節電を楽し

むような取り組み、広報でも節電チェックシ

ートというものがあると思いますけれども、

これもやはり節電を楽しむ方法だと思いま

す。このように、いろいろとＰＲしていただ

いて頑張っていただきたいと思っておりま

す。 

 まとめになりますけれども、地方自治法で

は、「地方公共団体は、その事務を処理する

に当つては、住民の福祉の増進に努めるとと

もに、最尐の経費で最大の効果を挙げるよう

にしなければならない。」とあります。市民

の多様なニーズ、尐子・高齢化、高度情報

化、循環型社会の構築などさまざまな問題に

対応できる行政運営基盤を強化する一つの手

法として、民間活力の導入は必須だと思いま

す。暮らしそのものの本質を見据えたまちづ

くり、町民と相互に協力し合いながら議論を

重ね、まちづくりを行っていくことが必要だ

と考えています。そのように要望しておりま

す。 

 以上で終わります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で堀卓史議員の一

般質問は終わりました。 

 これで一般質問を終わります。 

 お諮りします。 

 本日の会議はこれで散会したいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、本日はこれで散会することに決

定しました。 

 次の本会議は12月７日午前10時から再開し

ます。 

 なお、12月７日の本会議は改めて開催通知

はいたしませんので、ご了承願います。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさんでした。 

（散会 午後０時14分） 

 

 


